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私は去年の夏、ウクライナ人のサーシャさんから講演を受けました。サーシャさんは戦争が始まっ

た時には日本に来日されていましたが、ウクライナにある両親の住むアパートが銃撃され、被害を受

けました。幸いにもご両親は 5 階にいたために助かったそうですが、たくさんの思い出のあるアパー

トを失い、大変ショックを受けられたそうです。にも関わらず冷静な目つきで演説を続けるサーシャ

さんに、私は少し驚きました。そして、私たちの目を見て、「恨んでいるのは人ではなく、戦争そのも

のです」とおっしゃいました。戦争が嫌い。でもそれだけでは戦争は終わらない。では、どうすれば良

いのか。私はその意外な解決策を、1 年経った今でもはっきりと覚えています。それは、「変化」をつ

けることでした。 

  「小さなことでも構いません。何か変化をつけて下さい。自分の中で変化をつけることができれば、

それは状況の変化になり、苦しむ人々を救うことができるのです。」私はその言葉に胸を打たれ、もっ

と平和について知りたいと思いました。そこで書店へ行き、本屋大賞とアガサクリスティー賞を受賞

した、 『同志少女よ、敵を撃て』という小説を買い、1 週間程で読み終えました。これはロシア人の主

人公、セラフィマが女性狙撃兵となっていく物語です。読者は、突然にして家族も住む場所も失い、

「戦うのか、死ぬのか」と尋ねられる急激な展開に引きつけられます。 

 中でも特に印象に残っているのは、「戦争は人の顔をしていない」という言葉です。私は、「恨んでい

るのは人ではない」というサーシャさんの言葉を思い出し、「自分の欲を満たすために他人を傷つける

行動をとらない」ということが、自分にとっての平和であると考えました。それを実現するためにはや

はり、変化をつけることです。私はどんなに小さなことでも良い、ウクライナの姉妹都市、京都に住む

自分が何か、自分自身が思う平和のためにできることがないか考えました。そこで、直接支援すること

ができなくても、子どもである自分が、手ではなく 「声」を上げることで何か変化をつけることができ

ないかと思い、先生から紹介していただいた、「こども世界平和サミット」に応募しました。スピーチ

原稿を書く上で、世界では衛生環境の整った生活を送ることができず、救えるはずの子どもたちの命

が失われていることを知りました。私はそこで、誰もが衛生的に暮らせる社会を実現するために、日本

で作った竹製の歯ブラシを開発途上国に提供するというプロジェクトを提案しました。皆さん、子ど

もの四大死因の一つは肺炎ですが、不顕性誤嚥による肺炎は歯磨きや口腔ケアによって、57％予防で



きるという臨床結果があることをご存じですか。また歯周病による狭心症、心筋梗塞、骨粗しょう症な

どのリスクを下げたり、インフルエンザの感染率を下げるなど、歯磨きはとても大切な役割を担って

います。環境に優しい竹製の歯ブラシを提供することで、救える命があるはずです。それにもしこのプ

ロジェクトが成功すれば、日本の放置竹林問題解決にも繋がります。マイクロプラスチックとして生

態系を脅かしてきた歯ブラシを竹製に換えることで、より良い社会を創ることができるのではないで

しょうか。 

 私は今回、「変化」という文字から自分にとっての平和を考え、そのために声を上げて誰もが衛生的

に暮らせる社会に向けて計画しました。しかし、今私たちが生きているのは私にとっての 「平和」な世

界ではありません。だからこそこれからも、「平和」に向けての取り組みを進めていこうと思います。

一人ひとりが起こす小さな 「変化」を大切にすれば、それはやがて大きな成果を生み出し、この世界に

「平和」が訪れるのです。 


